
一九四五年七月。日露混血の少女・滝本安奈は、戦火迫るサハリンの

日ソ国境を越え、樺太へと逃れる。塔路炭鉱で新たな生活を始めるも

のの、「敵国人」の烙印を押され、過酷な差別と迫害にさらされる。 

そんな彼女に手を差し伸べたのは、炭鉱技師・東堂雅也であった。 

やがてソ連軍が樺太へ侵攻し、戦局は二人の運命を大きく変えてい

く。北海道で共に生きる未来を願った二人は、命を懸けた密出国を決

意する。ソ連統治下の樺太と米軍占領下の北海道――。 

激動する戦後の時代を舞台に、国家の境界と民族の狭間で翻弄されな

がらも、なお希望を求めて生きた日露混血の女性と一人の日本人青年

の愛と運命を描く、壮大な歴史小説。 
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はるかぜ書房株式会社  

『ユジノの雲雀』 
    

蛍ヒカル著 

四六判判・並製 286ページ 定価：1600円＋税 

ISBN:978-4-909818-53-9 C0093 ¥1400E 

 ご注文は JRC へ FAX:03-3294-2177 TEL:03-5283-2230 

はるかぜ書房の新刊 

令和 8年 7月中旬発売 

『ユジノの雲雀』  
著者：蛍ヒカル（ホタル ヒカル） 

国家に引き裂かれた時代に、人はなお愛を貫くこ

とができるのか。日露混血の女性と日本人青年の

運命を描く、本格歴史ロマン。 

北海道生まれ(1945.10.1)。北海道大学大学院博士課程理学研究科修了後、国立旭

川医科大学に勤務(理学博士)。TNP-ATP や Mant-ATPを始めとした蛍光標識生物活

性物質を単独で開発し、生体分子の挙動を、世界で初めて生かしたままで追跡する

ことに成功した。2011 年定年退職。2012 年、『桃源の島』で第 36回北海道文学賞

大賞を受賞。『八月のイコン』(2017),『君は見たか、放射能雲を』(2025) 他多

数。 

mailto:info@harukazeshobo.com
http://www.harukazeshobo.com/

